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中小企業景況調査結果（平成28年１～３月期）

中小企業の業況は、マイナス幅が拡大し悪化している
　山口商工会議所では、管内中小企業100社を対象に景況調査を実施し、このほど平成28年１～３月期実績と平成28年４～６月期見通しに
ついての調査結果（回答数86社、回答率86％）をとりまとめた。本調査は、３ヶ月毎に年４回行っている。
　全業種のＤＩ値に見る業況判断動向を前期と比較すると、前期▲５％から▲９%に低下した。業種別にみると、製造業が▲25％から▲31％
に低下、小売業が▲４％から▲21％に低下した。建設業は、前期８％から変動はなかったが、来期は▲17％と大幅に悪化する見込みである。
サービス業は、０％から７％に上昇したが、建設業同様来期は▲17％に悪化の見通しで不透明感が強まっている。従業員数は全産業で１％か
ら▲５％に低下し、中でも製造業は０％から▲18％に悪化し、人手不足が深刻化している。
　新規設備投資について、今期中に設備投資を実施した企業は全体の13％で特に変化は見られなかったが、来期は４ポイント上昇し17％が
実施予定で、車両運搬具や建築機械への設備投資が主に計画されている。経営上の問題点については、全業種で『需要の停滞』が挙げられ
ており、今期も解消されていない。製造業は、「製品ニーズの変化への対応」、建設業は、「下請業者の確保難」が新たな問題点となっている。

◆業況DI値（今期の状況） 

◆産業別業況判断DI（前３期からの推移と来期見通し） 

◆全産業DI項目別比較（前３期からの推移と来期見通し） 
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◆経営上の問題点 

【今期設備投資】

【来期設備投資計画】

◆新規設備投資（今期実施・来期計画）
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※ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目についての増加（好転）企業割合から減少（悪化）企業割合を差し引いた値を示す。
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